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８
月
２３
日
は
、
二
十
四
節
気

し
ょ
し
ょ

の
「
処
暑
」
で
す
。
夏
の
暑
い

日
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
残
暑
が
続
く
と
も
言
わ
れ

て
い
る
頃
で
す
。

お
盆
の
頃
は
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、

お
盆
を
過
ぎ
れ
ば
ミ
ン
ミ
ン
ゼ

ミ
で
し
た
が
、
近
年
、
ア
ブ
ラ

ゼ
ミ
の
声
が
聞
こ
え
ず
、
ミ
ン

ミ
ン
ゼ
ミ
の
声
だ
け
が
聞
こ
え

ま
す
。

七
十
二
候
は
、
立
秋
の
末
候

「
ふ
か
き
き
り

ま
と
う
」
と

処
暑
の
初
候
「
わ
た
の
は
な
し

べ

ひ
ら
く
」
で
す
。

も
う
霧
が
立
ち
上
が
る
頃
で

す
。
綿
の
実
が
は
じ
け
、
中
か

ら
白
い
綿
毛
が
顔
を
の
ぞ
か
せ

ま
す
。

え
の
こ
ろ
ぐ
さ

一
茶
の
句
は
、
狗
子
草
の
句

で
す
。
犬
を
「
い
の
」
と
読
ん

で
い
ま
す
が
、
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ

の
こ
と
で
す
。
犬
の
尾
の
よ
う

な
ふ
さ
ふ
さ
し
た
穂
で
、
こ
そ

ば
せ
た
も
の
で
し
た
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

ぬた場（沼田場）は、イノシシや鹿等の動物が泥
浴びに利用する“公衆浴場”のような場所です。
写真はイノシシ専用の、長さ７～８mもある山中

としてはとても大きなぬた場で、体表のダニやシラ
ミを除去する大切な場所です。使用された泥は大量
で、窪地は徐々に深くなっていった様です。
“沼田打ち回る”が語源となり、苦しみ転げ回る
表現の“のたうちまわる”が生まれたそうですね。
スタバは街に、ぬた場は山中にありました。

蒙霧升降（８月１７日～８月２２日）
綿柎開 （８月２３日～２７日）
・８月２３日 処暑

8月25日

二
十
三

8月24日

二
十
二

8月23日

二
十
一

8月22日

二
十

8月21日

十
九

8月20日

十
八

8月19日

十
七

北信ローカル 8月19日掲載

「
泥
パ
ッ
ク
の
効
用
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）

80

【
七
十
二
候
】

�

ゐ
の

よ
い
秋
や
犬
こ
ろ
草
も
こ
ろ

と

一
茶
（
八
番
日
記
）


